
芋
観
世
音
御
開
帳
縁
日
法
要
の
ご
案
内 

 

謹
啓 

ご
尊
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
当
山
芋
観
世
音
御
開
帳
縁
日
法
要
は
、
観
音
堂
再
興
以
来
、
皆
様
の
ご
尽
力
に

よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
尊
崇
を
受
け
て
お
り
、
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
左
記
の

日
程
に
お
き
ま
し
て
御
開
帳
縁
日
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
親
戚
の
皆
様
揃
っ
て
御
参
詣

い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
の
御
開
帳
に
あ
た
り
ま
し
て
、
法
要
後
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
祈
願
札
（
一
体
四
千
円
）
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。
御
祈
願
を
ご
希
望
の
方
は
別
紙
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
三
月
三
日
ま
で
に
当
山
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
ま
た
御
参
詣
で
き
な
い
方
は
ご
希
望
に
よ
り
郵
送
（
一
本
に
つ
き
五
百
円
）
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
書
用
紙
郵
送
希
望
欄
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
御
札
料
と
共
に
お
納
め
下
さ
い
。
尚
、

前
年
の
御
札
は
当
日
御
開
帳
後
に
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
の
で
お
持
ち
下
さ
い
。 

ま
た
例
年
多
く
の
皆
様
方
か
ら
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
御
寄
進
並

び
に
御
奉
納
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
は
そ
の
御
芳
名
を
祈
願
帳
に
記
し
て
御
仏
前
に
奉
納
の
上
、
一
家
の
御

安
泰
を
祈
願
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

法
要
当
日
は
御
参
詣
の
方
が
多
く
、
受
付
所
も
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
志
の
方
は
お
手
数
な

が
ら
同
様
に
別
紙
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
当
山
ま
で
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
掌 

記 

法
要
日
時 

 
 

令
和
四
年 

三
月
六
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
よ
り 

場
所 

 
 

 
 

長
昌
寺 

芋
観
音
堂 

祈
願
札 

 
 

 

一
体 

四
千
円 

 

お
問
合
わ
せ 

宗
教
法
人 

長
昌
寺 

〒
二
三
六
―
〇
〇
五
一 

横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
三
―
二
三
―
二
一 

 
 

 
 

 
 

         

電
話 

〇
四
五
―
七
七
一
―
六
九
七
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
―
七
七
一
―
六
六
一
〇 
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https://yokoham
a-choshoji.com
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